
 

                                                                          

令和６年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 
 

ふ   り   が   な    おびひろちくかわまちづくりじぎょう 

1．事業(施策)の名称 帯広地区かわまちづくり事業 

2．事業(施策)実施期間（和暦） 平成31年４月１日 ～ 令和６年３月31日 

3．事 業 費 (工 事 費 ) 139百万円 

4．キーワード 親水施設、帯広市総合体育館、イベント 

5．事業概要 

本事業は、帯広市と国が連携し、帯広市新総合体育館の改築を契機に、帯広市新総合体育館周辺の十勝川河川敷

へのアクセス向上のための親水施設の整備を行うものである。 

帯広市新総合体育館の運営事業者を中心に、全国規模のスポーツ大会及び練習場としての利用を想定し、都市・地

域再生等利用区域を利用した地域活性化を図る。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 

（a）民間活力を導入した PFI 事業との連携

による一体的整備 

（h）都市・地域再生等利用区域指定におけ

る、地元企業等の活性化 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

（c）事業連携による、市の公共施設や河川

空間の利便性向上、地域活性 

（ｆ）事業箇所のイベントを通じ、河川空間

の賑わいの創出、発展 

 

 

7．特にアピールしたい点 

【親水施設の整備による利便性向上】 

帯広市新総合体育館の周辺では、河川敷とのアクセス性が確保されていない状況があることなどの課題解決のた

め、本事業により、十勝川周辺のアクセス路や高水敷整正等を実施することで、帯広市新総合体育館の整備にあわ

せた魅力的な河川空間を創出した。 

【イベントの開催】 

当該箇所は、近隣の河川敷の緑地公園を加え、若者から高齢者まで、日常的に利用されている。また、季節的なイ

ベントとして、全国規模の花火大会なども実施され、例年、多くの観光客が訪れ、賑わいが生まれている。近年では、

地元サイクリストを中心に、河川敷の堤防等を活用したサイクルツーリズムも展開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

8．事業を代表する写真及びキャプション 

 
帯広地区かわまちづくり 事業エリア空撮写真（上流側）   帯広地区かわまちづくり 事業エリア空撮写真（下流側） 

 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

帯広市では多くの人々が日常的に散歩や運動を楽しむ憩いの場として河川空間を利用している。河川緑地周辺で

は、「花火大会」「イカダ下り」、各種スポーツ大会等の様々なイベントが開催されており、こうした好適な立地環境を活

かして、誰もが利用しやすく賑わいのある河川空間の創出と、この空間を活用した地域活性化を目指して取り組んで

いる。本計画では、新総合体育館と河川緑地のアクセス性を向上させるとともに、河川敷を整備し多目的に利用でき

る河川空間を創出することにより、地域住民や観光客の利便性向上や地域の観光振興の促進を図る。 

 

＜整備内容＞ 

（国）管理用通路整備、高水敷整備、高水護岸整備 

（市）新総合体育館整備、アクセス路・交流拠点整備等 

 

 
帯広地区かわまちづくり 整備イメージ図 
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9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

【高水護岸整備】 

■これまでの高水護岸は花壇ブロックとなっていたが、

老朽化等により破損している状況が継続していたことか

ら、かわまちづくり事業で再敷設した。 

【管理用通路】 

■高水敷の多目的広場へ堤防天端から降りるに当た

り、アクセス性が悪かったことから、広場へアクセス可能

な管理用通路を整備し、アクセス性を向上した。 

【新総合体育館整備】 

■昭和47年に供用した帯広市総合体育館の著しい老

朽化に対応するため、総合体育館の建て替えを実施し、

ネーミングライツにより「よつ葉アリーナ十勝（略称：よつ

葉アリーナ）」として令和２年２月にオープンした。           高水護岸整備（十勝川大橋下流右岸側） 

 

 
新総合体育館整備運営事業（よつ葉アリーナ十勝）        管理用通路整備（十勝川大橋上流右岸側） 

 

【帯広地区かわまちづくり周辺のイベント活動】 

■整備箇所の河川敷周辺では、地域活性化を目的と

した多くのイベントが開催されており、新たな河川空間

の賑わいの創出を実現している。 

＜当該箇所周辺のイベント情報＞ 

 ７月 十勝川イカダ下り 

 ８月 十勝毎日新聞社花火大会 

 ８月 ラブバードテルアキ展（最終日：川カフェ開催） 

 ９月 十勝サイクルウィーク 等 

 

十勝川イカダ下り（第51回：令和５年） 

 

かわたび交流会（令和２年）    ツールド・北海道（管理用通路使用）   十勝毎日新聞社花火大会（毎年） 

 

 

 


